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自動車市場を取り巻く課題と大日精化の樹脂改質技術

■ 軽量化／低エネルギー化
■ リサイクル配慮設計／資源循環
■ 安全性向上
■ 耐久性向上

■ 位置特定技術
■ 認識技術
■ 通信技術
■ 人工知能
■ データ処理技術
■ 運転手を監視する技術  

etc.■ 自動車の電動化／EV化

 ■ インターネット常時接続

Connected

■ カーシェアリング

 ✓　蓄熱部品の高収載化
 ✓　データ処理量の増加による発熱
 ✓　信頼性要求の高度化
熱伝導性コンパウンド

蓄蓄熱熱対対策策ににおお困困りりのの方方
 ✓　電磁波の伝播ロスの低減
 ✓　アンテナ基板の小型化
 ✓　信頼性要求の高度化
誘電性コンパウンド

高高周周波波対対応応ににごご興興味味ををおお持持ちちのの方方
 ✓　リサイクル配慮設計／資源循環
 ✓　環境配慮と機械物性の両立

バイオマスコンパウンド

ササスステテナナビビリリテティィににごご興興味味ををおお持持ちちのの方方

大日精化は､長年の着色剤事業で培った分散・混練加工技術を活かし､お客様ご希望の樹脂にカスタム設計で機能性を付与します。

本資料における各種物性データは、特定条件下における当社評価結果ですので保証するものではありません。成形方法や成形条件、お取り扱いの樹脂の特性により、測定結果が変わる可能性もあります。

Autonomous Sustainability

Shared & Service

Electric

<<  蓄蓄熱熱防防止止  >>

熱熱伝伝導導性性ココンンパパウウンンドド

例. PBT樹脂の高熱伝導化

想想定定アアププリリケケーーシショョンン：：LLEEDD周周辺辺部部品品、、EECCUUハハウウジジンンググ  等等

熱伝導性コンパウンドPBTナチュラル

<<  ササイイククルルタタイイムム短短縮縮  >>

5 .2W /mK0.2W /mK
熱伝導性コンパウンドPC/ABSナチュラル

成形性良好

離離型型性性UUPP・・冷冷却却時時間間短短縮縮  ++  金金型型温温度度DDOOWWNN

高高熱熱伝伝導導化化 ++ 流流動性性保保持持 ++ 高高剛剛性性

省エネ化に寄与

当社熱伝導性コンパウンドHIGH

LOW

例.PC/ABS樹脂の高熱伝導化

誘誘電電性性ココンンパパウウンンドド

ババイオマスコンパウンド

想定アアププリリケケーーシショョンン：：セセンンササーー周周辺辺部部材材、、基基板板、、電電線線、、ココネネククタタ、、アアンンテテナナ、、筐筐体体  等等

<<  高高周周波波対対応応アアンンテテナナのの小小型型化化  >>

<<  成成形形品品例例  >>

<<  電電磁磁波波のの伝伝播播ロロスス低低減減  >>

比誘電率・誘電正接：空洞共振器法 5GHz ／ 体積抵抗率：漏洩電流測定方式
MFR：質量測定法（ 372℃、5kgf ）／ 比重：水中置換法

例. フッ素樹脂の低誘電化

想定アプリケーション：内装用途（ レザー、インパネ、ドリンクホルダー ）等

射出成型品 フィルム

＜＜  ババイイオオママススフフィィララーー  ＞＞

例
セルロースファイバー

＜＜  対対象象樹樹脂脂  ＞＞

PP
PE
PA
TPU  etc.

製品外観

＜＜  ココンンパパウウンンドド  ＞＞
大日精化 お客様

PP
PE
PA
TPU  etc. お客様ご指定

or
大日精化選定

例. 熱可塑性樹脂の高誘電化

測定項目 単位 PFAナチュラル 開発品
比誘電率 - 2.1 1.9
誘電正接 - 0.0012 0.0019
体積抵抗率 Ω･cm ＞1×1014 ＞1×1014
MFR g/10min. 28 18
比重 - 2.1 1.8 PFA PAPA  PVC
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